
(57)【要約】

【課題】油煙等の捕集性を高め、低風量でも捕集効率が

よい調理用排気装置を提供する。

【解決手段】調理台１に配設された電磁調理器２の上部

に配設したヒーター１２の後方側に壁面５を設け、壁面

５の裏面側に排気風路１０を形成するように送風機８を

設けるとともに、送風機８の吸い込み口に連通し、電磁

調理器２側から発生する上昇気流が吸い込まれる開口部

４を壁面５に設け、開口部４は、電磁調理器２の上面か

ら５０～７０ｃｍの高さで、ヒーター１２の中心位置か

ら２０～４０ｃｍ後方の位置に設けた構成とすることに

より、調理によって発生した油煙等はコアンダー効果に

より壁面５に沿って上昇し、調理者の手前側に漏れるこ

となく開口部４から吸い込まれるので、油煙等の捕集性

を高め、低風量でも捕集効率がよい調理用排気装置が得

られる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 壁 面 を 設 け 、 前 記 壁 面 の 裏 面 側 に 排 気 風
路 を 形 成 す る よ う に 送 風 機 を 設 け る と と も に 、 前 記 送 風 機 の 吸 い 込 み 口 に 連 通 し 、 前 記 電
磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開 口 部 を 前 記 壁 面 に 設 け 、 前 記 開 口 部 は
、 前 記 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら ５ ０ ～ ７ ０ ｃ ｍ の 高 さ で 、 前 記 ヒ ー タ ー の 中 心 位 置 か ら ２ ０
～ ４ ０ ｃ ｍ 後 方 の 位 置 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 調 理 用 排 気 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 壁 面 を 設 け 、 前 記 壁 面 の 裏 面 側 に 排 気 風
路 を 形 成 す る よ う に 送 風 機 を 設 け る と と も に 、 前 記 送 風 機 の 吸 い 込 み 口 に 連 通 し 、 前 記 電
磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開 口 部 を 前 記 壁 面 に 設 け 、 前 記 開 口 部 の
中 心 を 前 記 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら ６ ０ ｃ ｍ の 高 さ に 配 設 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 調 理 用 排
気 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 壁 面 を ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 設 け る 代 わ り に 側 方 側 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 壁 面 を 湾 曲 状 に 形 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 送 風 機 を 前 記 壁 面 の 裏 側 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用
排 気 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 送 風 機 を 電 磁 調 理 器 の 上 方 に 設 け ら れ た 吊 り 戸 内 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 送 風 機 に よ り 前 記 開 口 部 か ら 吸 い 込 ま れ る 風 量 を ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ と し た 請 求
項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 磁 調 理 器 に て 調 理 を 行 な う 際 に 発 生 す る 油 煙 等 を 屋 外 に 排 出 す る 調 理 用 排 気
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 調 理 用 排 気 装 置 は 送 風 機 を 電 磁 調 理 器 の 上 方 に 設 け ら れ た フ ー ド 内 に 配
設 し 、 電 磁 調 理 器 よ り 発 生 し た 油 煙 等 を 屋 外 に 排 出 す る 構 造 で あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ２ ９ ６ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の レ ン ジ フ ー ド で は 、 電 磁 調 理 器 で 調 理 す る こ と に よ り 発 生 し た 油 煙 等
は 開 放 空 間 に 近 い 位 置 で 上 昇 す る た め 、 調 理 中 の 人 の 動 き や エ ア コ ン 等 の 横 風 の 影 響 を 受
け や す く 、 油 煙 等 の 上 昇 速 度 が ガ ス コ ン ロ な ど を 使 用 す る 場 合 よ り も 比 較 的 遅 い こ と か ら
、 こ れ ら 油 煙 等 を 効 率 良 く 捕 集 す る こ と が 難 し い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 上 記 従 来 の 構 成 で は 、 電 磁 調 理 器 の 上 方 に フ ー ド と 送 風 機 が 設 け ら れ て い る た め
、 こ の ス ペ ー ス が 活 用 で き な い と い う 不 具 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 油 煙 等 の 捕 集 性 を 高 め 、 低 風 量
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で も 捕 集 効 率 が よ い 調 理 用 排 気 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 他 の 目 的 と し て 、 電 磁 調 理 器 の 上 方 の ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る 調
理 用 排 気 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た
ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 壁 面 を 設 け 、 前 記 壁 面 の 裏 面 側 に 排 気 風 路 を 形 成 す る よ う に 送 風 機 を
設 け る と と も に 、 前 記 送 風 機 の 吸 い 込 み 口 に 連 通 し 、 前 記 電 磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇
気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開 口 部 を 前 記 壁 面 に 設 け 、 前 記 開 口 部 は 、 前 記 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら
５ ０ ～ ７ ０ ｃ ｍ の 高 さ で 、 前 記 ヒ ー タ ー の 中 心 位 置 か ら ２ ０ ～ ４ ０ ｃ ｍ 後 方 の 位 置 に 設 け
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 他 の 手 段 は 、 電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 壁 面 を 設 け 、 前 記
壁 面 の 裏 面 側 に 排 気 風 路 を 形 成 す る よ う に 送 風 機 を 設 け る と と も に 、 前 記 送 風 機 の 吸 い 込
み 口 に 連 通 し 、 前 記 電 磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開 口 部 を 前 記 壁 面
に 設 け 、 前 記 開 口 部 の 中 心 を 前 記 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら ６ ０ ｃ ｍ の 高 さ に 配 設 さ せ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 他 の 手 段 は 、 前 記 壁 面 を ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 設 け る 代 わ り に 側 方 側 に 設 け た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 他 の 手 段 は 、 前 記 壁 面 を 湾 曲 状 に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 他 の 手 段 は 、 前 記 送 風 機 を 電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後 方 に 設 け ら
れ た 壁 面 の 裏 側 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 他 の 手 段 は 、 前 記 送 風 機 を 電 磁 調 理 器 の 上 方 に 設 け ら れ た 吊 り 戸 内 に 配 置 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 他 の 手 段 は 、 前 記 送 風 機 に よ り 前 記 開 口 部 か ら 吸 い 込 ま れ る 風 量 を ２ ０ ０ ～ ３ ０
０ ｍ 3 ／ ｈ と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 磁 調 理 器 の 上 面 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 設 け た 壁 面 に 、 前 記
電 磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開 口 部 を 設 け 、 所 定 の 位 置 に 開 口 し た
の で 、 低 風 量 で も 油 煙 等 の 捕 集 効 率 を 高 め ら れ る 調 理 用 排 気 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 電 磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開 口 部 を 電 磁 調 理 器 に 近
い 側 に 設 け 、 前 記 送 風 機 を 前 記 壁 面 の 裏 側 に 配 置 し た の で 、 電 磁 調 理 器 の 上 方 の ス ペ ー ス
を 有 効 に 活 用 す る こ と の で き る 調 理 用 排 気 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 送 風 機 に よ り 前 記 開 口 部 か ら 吸 い 込 ま れ る 風 量 を ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ と し た
こ と に よ り 、 静 音 化 を 図 る こ と が で き る 調 理 用 排 気 装 置 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後
方 側 に 壁 面 を 設 け 、 前 記 壁 面 の 裏 面 側 に 排 気 風 路 を 形 成 す る よ う に 送 風 機 を 設 け る と と も
に 、 前 記 送 風 機 の 吸 い 込 み 口 に 連 通 し 、 前 記 電 磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込
ま れ る 開 口 部 を 前 記 壁 面 に 設 け 、 前 記 開 口 部 は 、 前 記 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら ５ ０ ～ ７ ０ ｃ
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ｍ の 高 さ で 、 前 記 ヒ ー タ ー の 中 心 位 置 か ら ２ ０ ～ ４ ０ ｃ ｍ 後 方 の 位 置 に 設 け た こ と を 特 徴
と す る も の で あ り 、 こ れ に よ り 電 磁 調 理 器 よ り 発 生 し た 油 煙 等 は コ ア ン ダ ー 効 果 に よ り 後
方 壁 面 に 沿 っ て 上 方 へ 上 昇 し 、 手 前 側 に 漏 れ る こ と な く 開 口 部 よ り 吸 い 込 ま れ 、 捕 集 効 率
が 高 め ら れ る と い う 作 用 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 電 磁 調 理 器 の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 壁
面 を 設 け 、 前 記 壁 面 の 裏 面 側 に 排 気 風 路 を 形 成 す る よ う に 送 風 機 を 設 け る と と も に 、 前 記
送 風 機 の 吸 い 込 み 口 に 連 通 し 、 前 記 電 磁 調 理 器 側 か ら 発 生 す る 上 昇 気 流 が 吸 い 込 ま れ る 開
口 部 を 前 記 壁 面 に 設 け 、 前 記 開 口 部 の 中 心 を 前 記 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら ６ ０ ｃ ｍ の 高 さ に
配 設 さ せ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 こ れ に よ り 電 磁 調 理 器 よ り 発 生 し た 油 煙 等 は コ
ア ン ダ ー 効 果 に よ り 後 方 壁 面 に 沿 っ て 上 方 へ 上 昇 し 、 手 前 側 に 漏 れ る こ と な く 開 口 部 よ り
吸 い 込 ま れ 、 捕 集 効 率 が 高 め ら れ 、 高 さ の あ る 鍋 を 使 用 し て 調 理 を 行 う 場 合 に も 調 理 空 間
を 確 保 で き る と い う 作 用 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 に お い て 、 前 記 壁 面 を
ヒ ー タ ー の 後 方 側 に 設 け る 代 わ り に 側 方 側 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 人 の 動
き 、 空 調 装 置 、 ま た は 送 風 機 器 の 影 響 や 、 他 の 部 屋 ま た は 廊 下 な ど か ら 流 れ て く る 気 流 に
よ る 側 方 か ら の 風 に よ っ て 油 煙 等 の 捕 集 率 が 低 下 す る の を 軽 減 す る こ と が で き る と い う 作
用 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 に お い て 、 壁 面 を 湾 曲
状 に 形 成 す る こ と で 、 油 煙 等 の 捕 集 率 を さ ら に 高 め 、 側 方 か ら の 風 に よ る 捕 集 率 の 低 下 を
軽 減 す る だ け で な く 、 油 煙 等 の 上 昇 に 伴 な う 流 れ を 開 口 部 へ 案 内 す る こ と が で き る と い う
作 用 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 に お い て 、
前 記 送 風 機 を 前 記 壁 面 の 裏 側 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 電 磁 調 理 器 の 上 方
に 送 風 機 を 配 置 し な い 構 成 に よ り 、 電 磁 調 理 器 の 上 方 の ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 す る こ と が
で き る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 に お い て 、
送 風 機 を 電 磁 調 理 器 の 上 方 に 設 け ら れ た 吊 り 戸 内 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ り
、 吊 り 戸 の 残 り の ス ペ ー ス を 有 効 に 使 用 し て 、 電 磁 調 理 器 の 上 方 の ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用
す る こ と が で き る と と も に 、 静 音 化 、 省 施 工 化 を 図 る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 調 理 用 排 気 装 置 に
お い て 、 送 風 機 に よ り 前 記 開 口 部 か ら 吸 い 込 ま れ る 風 量 を ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ と し た
も の で あ り 、 小 風 量 の 送 風 機 を 構 成 す る こ と に よ り 、 フ ァ ン ケ ー シ ン グ を 小 さ く す る こ と
が で き 、 か つ 静 音 化 を 図 る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 ま ず 、 本 発 明 の 調 理 用 排 気 装 置 に つ い て 、 ヒ ー タ ー １ ２ か ら 開 口 部 ４ に 至 る 距 離 と 、 排
気 風 量 お よ び 捕 集 効 率 と の 関 係 に つ い て 実 験 を 行 な っ た 結 果 、 得 ら れ た デ ー タ を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 実 験 方 法 と し て は 、 （ 財 ） ベ タ ー リ ビ ン グ の 排 気 捕 集 効 率 試 験 方 法 を 参 考 と し た
。 た だ し 、 ガ ス コ ン ロ に 代 わ っ て 電 磁 調 理 器 を 使 用 す る た め 、 沸 騰 さ せ た 鍋 に 複 数 の 穴 を
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あ け た リ ン グ を セ ッ ト し 、 こ の リ ン グ に ト レ ー サ ガ ス と し て Ｃ Ｏ ２ を 供 給 し 、 捕 集 効 率 を
測 定 し た 。 ま た 、 以 下 に 示 す 捕 集 効 率 と は 、 調 理 器 よ り 発 生 し た Ｃ Ｏ ２ の う ち 、 調 理 用 排
気 装 置 に て 捕 集 し た Ｃ Ｏ ２ の 割 合 の こ と を い い 、
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
で 表 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 風 量 を ２ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ 、 ３ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ と し た 場 合 の 電 磁 調 理 器 と 壁
面 お よ び 開 口 部 の 距 離 と 、 捕 集 効 率 と の 関 係 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 縦 軸 に 電 磁 調 理 器 の 上
面 か ら 開 口 部 ま で の 距 離 、 横 軸 に 電 磁 調 理 器 の ヒ ー タ ー の 中 心 か ら 壁 面 ま で の 距 離 を と り
、 そ れ ぞ れ の 距 離 を 変 更 し て 各 パ ラ メ ー タ ご と に 捕 集 効 率 を 計 測 し 、 図 に ま と め た も の で
あ る 。 斜 線 部 は 捕 集 効 率 が ８ ０ ％ 以 上 の 領 域 を 示 し 、 例 え ば 、 図 １ お よ び 図 ２ に お い て ヒ
ー タ ー 中 心 か ら 壁 面 の 距 離 が ３ ０ ｃ ｍ 、 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら 開 口 部 ま で の 距 離 が ５ ０ ｃ
ｍ の 場 合 で は 捕 集 効 率 が ８ ０ ％ 以 上 確 保 さ れ て い る こ と が わ か る 。 た だ し 、 図 １ お よ び 図
２ か ら は ヒ ー タ ー の 中 心 位 置 か ら 壁 面 ま で の 距 離 が ３ ０ ｃ ｍ 以 下 で 、 電 磁 調 理 器 の 上 面 か
ら 開 口 部 ま で の 距 離 ４ ０ ｃ ｍ 以 下 の 場 合 で も 捕 集 効 率 が ８ ０ ％ 以 上 と 読 み 取 る こ と が で き
る が 、 最 近 で は 調 理 方 法 も 様 々 で 、 使 用 さ れ る 鍋 の 高 さ も ３ ０ ｃ ｍ 以 上 の 高 さ の も の が 多
く 存 在 す る こ と か ら 現 実 の 使 用 状 況 を 考 慮 し 、 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら 開 口 部 ま で の 距 離 を
５ ０ ｃ ｍ ～ ７ ０ ｃ ｍ の 範 囲 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 こ こ で い う ヒ ー タ ー の 中 心 と は 、 図 ４ に 示 す よ う な 電 磁 調 理 器 に お い て は 使 用 者
に 対 し て 手 前 側 の ヒ ー タ ー の 中 心 （ 図 ４ に お い て 符 号 １ １ で 示 し て い る ） を 指 す も の で あ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 電 磁 調 理 器 の 上 面 か ら 開 口 部 ま で の 距 離 ６ ０ ｃ ｍ ～ ７
０ ｃ ｍ の 場 合 に つ い て は 図 示 し て い な い が 、 実 験 の 結 果 か ら 図 中 斜 線 部 と 同 様 に 捕 集 効 率
が ８ ０ ％ 以 上 あ る こ と を 確 認 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 以 上 の 結 果 を 踏 ま え 、 本 発 明 の 調 理 用 排 気 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 調 理 台 １ に 配 設 さ れ た 電 磁 調 理 器 ２ と 、 電 磁 調 理 器 ２ の 上 方 に は 荷
物 を 収 納 す る た め の 吊 り 戸 棚 ３ が 設 置 さ れ て い る 。 電 磁 調 理 器 ２ の 上 部 に 配 設 し た ヒ ー タ
ー の 後 方 側 に は 壁 面 ５ が 設 け ら れ て お り 、 壁 面 ５ に は 油 煙 等 を 吸 い 込 む た め の 開 口 部 ４ が
形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ４ は 、 壁 面 ５ の 裏 面 側 に 形 成 さ れ た 排 気 風 路 １ ０ と 連 通 し 、 外 壁
６ に 貫 通 す る ダ ク ト ７ を 介 し て 送 風 機 ８ と 連 通 さ れ て お り 、 送 風 機 ８ か ら 吸 い 込 ま れ た 空
気 は 排 気 口 ９ か ら 室 外 へ 排 出 さ れ る 。 こ の と き 開 口 部 ４ は 、 電 磁 調 理 器 ２ の 上 面 か ら ５ ０
～ ７ ０ ｃ ｍ の 範 囲 の 高 さ に あ る の が 望 ま し く 、 か つ 電 磁 調 理 器 ２ の ヒ ー タ ー の 中 心 位 置 か
ら ２ ０ ～ ４ ０ ｃ ｍ 後 方 の 位 置 に 設 け ら れ て い る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 高 さ の あ る 鍋 を 使 用 す る 調 理 の 際 も 調 理 空 間 を 確 保 で き る た め に も 、 開 口 部 ４ の
中 心 は 電 磁 調 理 器 ２ の 上 面 か ら ６ ０ ｃ ｍ の 位 置 を 含 む よ う に 設 け ら れ て い る の が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 送 風 機 ８ を 運 転 す る こ と に よ り 開 口 部 ４ か ら 吸 い 込 ま れ る 風 量 は 、 ２ ０ ０ ～ ３ ０
０ ｍ 3 ／ ｈ と す る の が 、 捕 集 効 率 、 騒 音 、 消 費 電 力 、 お よ び 装 置 小 型 化 の 点 か ら 望 ま し い
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。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 壁 面 ５ の 形 状 は 平 面 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 湾 曲 状 に 形 成 さ れ た も の で も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 送 風 機 ８ の 位 置 は 、 外 壁 ６ の 外 側 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 壁 面 ５ の 裏 側 に 配
置 す る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 構 成 に お い て 送 風 機 ８ を 運 転 す る と 、 調 理 等 に よ り 発 生 す る 油 煙 等 は コ ア ン ダ ー 効
果 に よ り 壁 面 ５ に 沿 っ て 上 昇 し 、 調 理 者 の 手 前 側 に 漏 れ る こ と な く 開 口 部 ４ よ り 吸 い 込 ま
れ 、 壁 面 ５ の 裏 面 側 の 排 気 風 路 １ ０ を 通 っ て ダ ク ト ７ お よ び 送 風 機 ８ を 介 し て 、 排 気 口 ９
か ら 屋 外 に 排 出 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 調 理 用 排 気 装 置 に よ れ ば 、 電 磁 調 理 器 ２ の 上 面 に 配
設 し た ヒ ー タ ー の 中 心 位 置 か ら ２ ０ ～ ４ ０ ｃ ｍ 後 方 側 に 壁 面 ５ を 設 け 、 こ の 壁 面 ５ に は 油
煙 等 を 吸 い 込 む た め の 開 口 部 ４ を 電 磁 調 理 器 ２ の 上 面 か ら ５ ０ ～ ７ ０ ｃ ｍ の 範 囲 に 配 設 し
た の で 、 調 理 に よ っ て 発 生 し た 油 煙 等 は コ ア ン ダ ー 効 果 に よ り 壁 面 ５ に 沿 っ て 上 昇 し 、 調
理 者 の 手 前 側 に 漏 れ る こ と な く 開 口 部 ４ か ら 吸 い 込 ま れ る の で 、 高 い 捕 集 効 率 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 壁 面 ５ の 形 状 を 平 面 で な く 湾 曲 状 に 形 成 す る こ と で 、 側 方 か ら の 風 に よ る 捕 集 率
の 低 下 を 軽 減 す る こ と が で き る だ け で な く 、 油 煙 等 の 上 昇 に と も な う 流 れ を 開 口 部 ４ に 案
内 で き 、 よ り 高 い 捕 集 効 率 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 送 風 機 ８ を 壁 面 ５ の 裏 側 に 配 置 す る こ と で 電 磁 調 理 器 ２ の 上 方 の 吊 り 戸 ３ の ス ペ
ー ス を 有 効 に 活 用 で き 、 か つ 外 壁 ６ の 送 風 機 の 工 事 が 不 要 に な る こ と か ら 施 工 工 数 を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 送 風 機 ８ を 運 転 す る こ と に よ り 開 口 部 か ら 吸 い 込 ま れ る 風 量 を ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０
ｍ 3 ／ ｈ と し た の で 、 フ ァ ン ケ ー シ ン グ を 小 さ く す る こ と が で き る だ け で な く 、 静 音 化 を
図 る こ と が で き 、 低 風 量 で 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 構 成 は 、 電 磁 調 理 器 ２ の 側 方 に 側
壁 面 １ ３ を 配 設 し 、 こ の 側 壁 面 １ ３ に 開 口 部 １ ４ を 形 成 し た こ と で あ る 。 な お 、 そ の 他 の
構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ り 、 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の
説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 送 風 機 ８ を 運 転 す る と 、 調 理 等 に よ り 発 生 す る 油 煙 等 は コ ア ン ダ ー 効
果 に よ り 側 壁 面 １ ３ に 沿 っ て 上 昇 し 、 手 前 側 （ 調 理 者 側 ） に 漏 れ る こ と な く 開 口 部 １ ４ よ
り 吸 い 込 ま れ 、 送 風 機 ８ を 介 し て 屋 外 に 排 出 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 調 理 用 排 気 装 置 に よ れ ば 、 調 理 等 に よ り 発 生 し た 油
煙 等 は コ ア ン ダ ー 効 果 に よ り 側 壁 面 １ ３ に 沿 っ て 上 昇 し 、 手 前 側 に 漏 れ る こ と な く 開 口 部
１ ４ よ り 吸 い 込 ま れ る の で 、 低 風 量 で も 高 い 捕 集 効 率 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 側 壁 面 １ ３ は 側 方 か ら の 風 を さ え ぎ る 効 果 が あ る こ と か ら 、 油 煙 等 の 側 方 か ら の
風 に よ る 捕 集 率 の 低 下 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
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　 図 ７ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 構 成 は 、 送 風 機 １ ５ を 電 磁 調 理 器 ２ の 上 方 に
設 け ら れ た 吊 り 戸 ３ 内 に 配 置 し た こ と で あ る 。 送 風 機 １ ５ は 排 気 風 路 １ ６ を 介 し て 壁 面 ５
に 設 け ら れ た 開 口 部 ４ と 連 通 し て お り 、 開 口 部 ４ か ら 吸 い 込 ん だ 油 煙 な ど の 空 気 を 排 出 す
る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ り 、 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一
の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 構 成 に お い て 送 風 機 １ ５ を 運 転 す る と 、 調 理 等 に よ り 発 生 す る 油 煙 等 は コ ア ン ダ ー
効 果 に よ り 壁 面 ５ に 沿 っ て 上 昇 し 、 手 前 側 に 漏 れ る こ と な く 開 口 部 ４ よ り 吸 い 込 ま れ 、 壁
面 ５ の 裏 面 側 に 形 成 さ れ た 排 気 風 路 １ ６ を 経 由 し て 排 気 口 １ ７ よ り 屋 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の 調 理 用 排 気 装 置 に よ れ ば 、 送 風 機 １ ５ が 吊 り 戸 ３ 内
に 配 置 さ れ る こ と か ら 、 吊 り 戸 ３ の 残 り の ス ペ ー ス を 有 効 に 使 用 し て 、 電 磁 調 理 器 ２ の 上
方 の ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 送 風 機 を 設 置 す る た め の 外 壁 の 工 事
が 不 要 に な る こ と か ら 施 工 工 数 を 削 減 す る こ と が で き 、 か つ 開 口 部 ４ か ら 送 風 機 が 離 れ て
設 置 す る こ と に な る の で 、 排 気 装 置 の 静 音 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 調 理 用 排 気 装 置 は 、 電 磁 調 理 器 な ど の 熱 的 上 昇 気 流 の 発 生 が 少 な い 機 器 を 用 い
た 調 理 で 発 生 す る 油 煙 な ど を 低 風 量 で 効 果 的 に 排 気 す る の に 有 効 で あ り 、 キ ッ チ ン に お い
て 場 所 を 選 ば ず 、 様 々 な 形 態 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お い て 風 量 ２ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ と し た 場 合 の 電 磁 調 理 器 と 壁 面 お よ び 開 口 部
の 距 離 と 捕 集 効 率 の 関 係 を 示 す 説 明 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に お い て 風 量 ３ ０ ０ ｍ 3 ／ ｈ と し た 場 合 の 電 磁 調 理 器 と 壁 面 お よ び 開 口 部
の 距 離 と 捕 集 効 率 の 関 係 を 示 す 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 調 理 用 排 気 装 置 の 側 面 図
【 図 ４ 】 同 調 理 用 排 気 装 置 の 平 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 調 理 用 排 気 装 置 の 側 面 図
【 図 ６ 】 同 調 理 用 排 気 装 置 の 平 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ を 示 す 調 理 用 排 気 装 置 の 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ２ 　 　 電 磁 調 理 器
　 ３ 　 　 吊 り 戸 棚
　 ４ 　 　 開 口 部
　 ５ 　 　 壁 面
　 ８ 　 　 送 風 機
　 １ ０ 　 排 気 風 路
　 １ １ 　 ヒ ー タ ー の 中 心
　 １ ２ 　 ヒ ー タ ー
　 １ ４ 　 開 口 部
　 １ ５ 　 送 風 機
　 １ ６ 　 排 気 風 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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